
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

本日のプログラム 
2022 年 11 月 9 日 (水) 

通算第 3022 回例会 

本年度 第 12 回 

瀬戸商工会議所  

例会次第 
・開会点鐘 

・「君が代」「奉仕の理想」 

・出席状況 

・会長挨拶 

・行事 

・祝福 

・幹事報告 

・委員会報告 

・その他の報告 

・卓話 地区ポリオプラス/ 

職業研修チーム委員長  

青山 貴彦君 

「ロータリー財団を活用しよう」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   
 

    
 

 

 

第３０２１回例会  会長挨拶 牧オサム君 

 

会 

 
 

２０２２年１１月９日発行  第２８３７号
号 
号    

瀬戸ロータリークラブ会報 
２０２２～２０２３ ＲＩ.２７６０地区  

前回例会 記録 
2022 年 10 月 26 日第 3021 回例会 

・場所 瀬戸商工会議所 

・出席報告 53 名 出席会員 39 名   

当日出席率 73.58％ 

・行事 

・出席表彰 

【30 年表彰】 勝谷哲次君  

   【20 年表彰】 平松 啓君、加藤 捷君 

                   伊藤英彦君、梶野輝雄君 

                   山本英雄君、松村晋也君 

・米山功労者 感謝状授与  

        加藤太伸君、山口記由君 

・ご本人誕生日  

金谷 康正君 山口 記由君  

山内敏也君 加藤五津美君 

・結婚記念日          佐野 一二君 

       金谷 康正君  井上 伸也君 

ｶﾈ三加藤 克己君   藤井 源成君 
 

・卓話 イラストレーター 華鼓 様 
「80 歳で有名なおばあちゃんでありたい」 

    

 

 

例会予定 
 

11 月 16 日(水) 

鈴木紹陶武君 小野隆浩君 

「新会員の卓話」 
 

11 月 23 日(水) 

法定休日 
 

11 月 30 日(水) 

国府宮鉄鉾会 考査役 

山田 典永様 

「国府宮はだか祭り」 

皆さんこんにちは。本日の例会は通算３０２

１回目、本年度の１１回目の例会です。 

初めに本日のゲストをご紹介いたします。イラ

ストレーターの華鼓(はなこ)様です。後程卓話

を頂く予定です。よろしくお願い致します。 

 さて先の例会にて会員の皆様にボッチャを

体験して頂きましたが、その三日後の１０月２

２日(土)、瀬戸市立瀬戸特別支援学校(さくら

んぼ学園)においてボッチャ大会が開催され、

それに参加してまいりました。会場は萩山小

学校の体育館で、さくらんぼ学園の生徒児童

チームが２組と、瀬戸市民生チーム、光陵中

学生チーム、そして瀬戸ロータリーチームの５

チームが参加しました。 

始めに伊藤瀬戸市長より挨拶を頂き、次に

瀬戸ロータリークラブから瀬戸市教育委員

会、瀬戸特別支援学校(さくらんぼ学園)にた

いして、ボッチャボールセット４組、参加賞の

マグカップ、トロフィーを贈呈をしました。それ

に対してさくらんぼ学園松川校長先生より感

謝状を頂き、また生徒代表から感謝品を頂き

ました。 

その後試合が始まりました。ロータリーチー

ムは初戦優勝候補の光陵中学チームとの対

戦でした。ボッチャ例会での練習は全く功を

奏さずとんでもない球を投げ続けていました

が、時々思いもよらぬいい球が偶然出て、引

き分けに持ち込めました。総当たりの結果４位

となりましたが３位決定戦は辞退しました。３

位決定戦はさくらんぼチーム同士の戦いとな

り、引き分けサドンデスという大盛り上がりとな

りました。障がい者、高齢者、中学生、そして

ロータリーと全く環境の違う人たちが一緒に楽

しく楽しめたことに、大きな意義を感じました。 

当日ロータリーの公共イメージの向上の一

環として、地元ラジオ局で取材をしてもらいま

した。その時の放送の音源を流しますのでお

聴きください。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

１０月２２日(土) 瀬戸特別支援学校(さくらんぼ学園)にてボッチャ大会参加 
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 2022～2023 瀬戸ロータリークラブ 会報

  
 

ニコボックス報告 
イラストレーター華鼓様の卓話を楽しみにしています。会長 牧オサ

ム、幹事 加藤克己 

華鼓様、本日はよろしくお願いします。マイペースでお話し下さい

ね。プログラム委員長 刑部祐介 

誕生日をお祝い頂きありがとうございます。金谷康正 

誕生日をお祝い頂きまして有難うございます。山口記由 

50才になります。大台。ありがとうございます。山内敏也 

誕生日を祝って頂いてありがとうございます。加藤五津美 

結婚記念日を祝っていただきましてありがとうござます。佐野一二 

結婚記念日をお祝い頂きありがとうございます。まだ金婚式には届き

ませんが、カウントダウンが始まりました。金谷康正 

今年も無事に耐えて耐えて結婚記念日を迎える事が出来ました。井

上伸也 

結婚記念日をお祝い頂きありがとうございました。ｶﾈ三加藤克己 

お祝いいただきありがとうございます。藤井源成 

出席表彰をいただきありがとうございます。勝谷哲次 

出席表彰ありがとうございます。平松啓 

20年表彰お祝いいただきありがとうございます。山本英雄 

出席表彰（20年）をして頂いてありがとうございます。加藤捷 

出席表彰有難とう御座居ます。2000年入会です。ロータリーはこの

20年理念が大きく変わったと思います。松村晋也 

出席表彰していただきありがとうございました。梶野輝雄 

 

イラストレーター華鼓様の卓話を楽しみにしています！ 

青山稔、稲垣孝幸、井上博、江坂正光、大竹一義、小野隆浩、梶

野輝雄、加藤五津美、ｶﾈ三加藤克己、加藤唐三郎、加藤眞言、加

藤光哉、加藤太伸、加藤陽一、加藤令吉、金谷康正、小林稔、近

藤三博、鈴木伸、鈴木紹陶武、鈴木政成、鈴木光彦、田中靖達、

松村晋也、水野和郎、山口記由、山本英雄 

イラストレーター 華鼓(はなこ) 様 
「80 歳で有名なおばあちゃんでありたい」 

 

 
 

 

こんにちは。イラストレーターの華鼓と申します。今日はよろしくお

願いいたします。うちの父もロータリアンをしていまして、今日は皆

様にご挨拶したいと言う気持ちでやって参りました。 

まず最初に昨年夏に撮った YouTube の動画がありますので見て

いただきたいと思います。どんな作業をしているかどんな作品を作

っているのかを見ていただきたいと思います。この動画は瀬戸の

「作り手チャンネル瀬戸」をあげておられると竹本剛さんが作られた

ものです。https://youtu.be/MrO9ziMSZuw 

 これから自分のことについてお話ししたいと思います。神奈川県

の藤沢市で生まれました。海辺ではなく内陸の方ですが。画家の

家に生まれました。父が画家で、母がお絵描き教室の先生をやっ

ていました。そして弟も画家をやっていました。絵が生活の一部で

した。祖父は着物の柄の図案の仕事をしていました。父の作家の

苦悩を見て育ちましたので、見ているのは好きだったんですけれど

も、なんて大変な仕事なんだろうと思いながら見ていました。なんて

作家ってわがままな生き物なんだって思っていたのに、まさか自分

が画家になるとはほんとに全く思わずにいました。今では私も絵描

き、イラストレーターなんですが、父のように内面には入り込まない

ように、父への尊敬を持った上で、自分なりにやっております。その

家族ですが３人とも他界しております。母は病死でしたが、父も弟も

自分で逝ってしまいました。それは、当時の私のテーマにもつなが

っていきました。生きているって当たり前のことではなくて奇跡のよう

なことなんだと、誰も死んでしまうんだ、と。 

 その３人からバトンをもらったと思っており、より亡くなって今いな

いことで、尚のこと３人分の絵を描くことを通じて、私自身の生涯を

走り切りたいという気持ちがすごく強くなりました。昨年５０歳を迎え

ましたが、父も母も早く死んだので、自分の６０歳から後の人生

が見えませんでした。でも子供がまだ小さいので、残り１０年では

なく残り３０年は頑張ろうと、考えを上書きし、頑張っていこうと覚

悟を決めました。子育てをしながら絵を続けていく事は大変なこ

となのですが、「一度やめてしまうと戻れないので、止めずに細く

てもいいから長く続けなさい」というのが母の残してくれた言葉だ

ったので、何とかやってきました。今はちょっと時間ができました

ので、今度は太く長く３０年頑張って、８０歳で有名なおばあちゃ

んになれるよう頑張っていきたいと思っています。 

 私の作品のテーマですが、家族が亡くなってしまったというこ

とが大きくのしかかり、自分でも足元もよくわからない、そんな時

代を過ごしてきたので、その時に描いていたのが「大丈夫だから

一緒に生きていきましょう」と言うテーマでやってきました。でも少

しずつ気持ちが癒えてきまして、「大丈夫ではなく、生きているき

らめきの中で小さなひらめきを絵ですくい取りたい、表現してい

きたい」がテーマとなりました。３０年たって自分がおばあちゃん

になった時に、よく頑張ったねと自分に言えるように、またたくさ

んの方にお届けしたいと思っています。その目標が少しでも良く

なったねと思えるように頑張っていきたいと思います。近くで展

覧会がありましたら覗いていただきたいと思います。 

「天の使い」と言う絵本作品の紙芝居を持ってきましたので、

皆様に紹介したいと思います。よろしくお願いします。 
 

 
 

 

華鼓様よりお礼のメールをいただきました 
本日は大変お世話になりました。 

素敵な機会をいただきまして本当にありがとうございました。 

父にロータリーの卓話をやらせて頂いたことを話したら 

驚いてくれるかなあ、ちゃんと仕事を続けてこれてたことを 

少しは褒めてもらえるかなあと家に戻ってから考えました。 

先輩方、先生方の前でお話しさせて頂き大変恐縮でしたが 

ロータリーの先輩方、先生方と思うだけで安心感がありまし

た。どうぞ今後もよろしくお願い申し上げます。   華鼓 

 


